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保健医療福祉情報システム工業会（JAHIS）
設 立： 平成６年４月２１日

目 的： 保健医療福祉情報システムに関する技術の向上、品質および安全性の確
保、標準化の推進を図ることにより、保健医療福祉情報システム工業の
健全な発展と国民の保健・医療・福祉に寄与し、もって健康で豊かな国
民生活の維持向上に貢献することを目的とする。

事業内容：
１．保健医療福祉情報システム技術の向上および品質・安全性の確保に関する調

査・研究並びに業界・ユーザへの普及
２．保健医療福祉情報システムの標準化とその普及への技術的視点からの参画
３．業界の健全な発展を目的とする政策・制度等に関する意見具申
４．研究会、講演会、研修会、展示会等を通じた知識の交流と普及
５．海外との交流、国際協調の推進
６．保健医療福祉情報システム工業統計の整備
７．政府の政策への協力（委託事業、補助事業等）
８．法令、基準等の周知徹底
９．その他
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JAHISJAHISの使命の使命

1.1. 情報システムを提供するベンダが結集し、医療提供者、患者・受診者とと情報システムを提供するベンダが結集し、医療提供者、患者・受診者とと
もによりよいシステムを市場に送りだすもによりよいシステムを市場に送りだす

2.2. 標準化を含めた「医療の情報化」を支援し、提言を行う標準化を含めた「医療の情報化」を支援し、提言を行う

3.3. 市場全体の成長を図り会員各社に還元し、産業としても存在感を持つ市場全体の成長を図り会員各社に還元し、産業としても存在感を持つ

施策施策

1.1. 日本におけるＥＨＲの推進に向けた行政への提言、ＰＪへの積極的参加日本におけるＥＨＲの推進に向けた行政への提言、ＰＪへの積極的参加

2.2. 標準化の推進、関係機関・団体との連携に留意し、市場整備推進標準化の推進、関係機関・団体との連携に留意し、市場整備推進

3.3. 国民視点・医療者視点でのシステム化の推進国民視点・医療者視点でのシステム化の推進

運営方針運営方針

1.1. JAHISJAHISの基盤強化の基盤強化

2.2. 保健医療福祉のＩＴ化の環境整備保健医療福祉のＩＴ化の環境整備

3.3. 標準化活動の強化標準化活動の強化

4.4. 対外活動強化対外活動強化

2009年度運営方針
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JAHIS会員の売上高推移
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総務会総務会

医事コンピュータ部会医事コンピュータ部会

医療システム部会医療システム部会

事業推進部事業推進部

運営会議運営会議

（6委員会・1会議）

（5委員会）

（5委員会）

標準化推進部会標準化推進部会

保健福祉システム部会保健福祉システム部会

運営幹事会運営幹事会

（3委員会・1プロジェクト）

理事会理事会理事会

戦略企画部戦略企画部

（5委員会）

（2委員会・1プロジェクト）

JAHISの組織
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医療情報システム
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年代 内容 目的

1975年～

■医事会計
■検体検査
■健診
■薬品在庫管理

部門の効率化

1980年～

■オーダリング
■看護支援
■看護勤務
■生理検査
■給食
■病理

・部門ｼｽﾃﾑの拡張
・システム間連携による院内の
　効率化

1999年～

■電子カルテ
■医用画像
■放射線
■患者案内
■ベットサイド
■手術管理

・カルテの電子化による効率
　性の追求
・患者の医療安全の追求
・患者サービス向上

医療情報システムの変遷
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医療情報システムの変遷

• 事務の合理化：診療報酬計算、在庫管理、病院事務の合理
化

• 部門業務の合理化：部門業務支援（検査）

• 診療支援：オーダー管理、検査業務支援、電子カルテ管理

ベッドサイド、患者安全、･･･
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医療情報システムの構成

電子カルテ／
オーダリング
システム

放射線
システム

病理検査
システム

検体検査
システム

受付端末

薬局システム

医事会計
システム

病棟システム

給食システム

リハビリ室
システム

手術室
システム

ナース
センター

外来診察室

システム
管理室

画像

検査
結果

オーダ

レポート

処方
オーダ
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放射線画像検査のワークフロー

IHEの枠組みによるシステムの
相互接続
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X線写真

フォルダ
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診療業務の支援

• 現在のシステムは

紙、フィルムから電子的記録、電子保存へ

• 情報の伝達、共有

• 容易な診療情報の検索、情報の照合

• 診療業務の効率向上

• 患者安全への寄与
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診療録を構成するものを整理すると

15

記録

定型化でき
るもの

定型化でき
ないもの

種類 ラベル 形式
データサイズ データ内容コンポーネント

検査依頼
処方
指示
検査結果
画像
･･･

患者名
依頼医師名
依頼部門名
日時

依頼内容
･･･

名前
名前
名前

日付、時間

姓、名、読み

年、月、日、
時、分、秒
HL7セグメン
ト/
タグ

検査種別
名称、
コード、
･･･

所見
レポート
看護記録
･･･

患者名
担当医師名
部門
日時

診断所見
･･･

名前
名前

日付、時間

所見 テキスト

交換方式

メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換

メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換

フリー
フォーマッ
トの文章

250バイト

データタイプ
によって定め
られた長さ

（HL7の場合）
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IHEへのJAHISの取り組み
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JAHISにおけるIHEへの取り組み
2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

IHE-J設立

IHE-J第1回デモ：ADT、OP、ラベルプリンタをもってJAHIS会員参加

IHE-J第1回ベンダーワークショップ開催

IHE-J第1回コネクタソンを実施

相
互
運
用
性
実
証
事
業

IHE-J 病理、内視鏡部門を立ち上げ

IHE-Lab第1回国際会議開催（JAHISから参加）

IHE-Lab第5回国際会議を東京で開催

臨床検査部門コネクタソン実施

臨床検査テクニカルフレームワーク国際共同開発

IHE-Pathology国際会議参加

自動検査装置を含む臨床検査部門コネクタソン実施

JAHIS DICOM Standards Committeeメンバーとなる

相互運用性実証事業の成果を標準化

地域医療情報連携システムの標準化及び実証事業終了（2006-2008年度）

IHE-Internationalメンバーとなる
（IHE-Labスポンサーの予定）
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IHE（検体検査）ワークフロー

患者管理
(ADT)

オーダー依頼者
(Order Placer)

オーダーリザルトトラッカ
(Order Result Tracker)

オーダー実施者
(Order Filler)

オートメーション・マネージャ
(Automation Manager)

臨床検査室
RAD-1:患者登録
RAD-12:患者更新

RAD-1:患者登録
RAD-12:患者更新

RAD-1:患者登録
RAD-12:患者更新

LAB-1:依頼者オーダー管理

LAB-2:実施者オーダー管理

LAB-3:オーダー結果管理

LAB-4:検査オーダー管理 LAB-5:検査結果管理

赤字コネクタソン範囲

検査機器
(Laboratory Device)

LAB-23:AWOSステータス変更
LAB-21:
WOSダウンロード

LAB-22:WOS クエリー

日本、フランス、スペイン、ア
メリカが連携して作成
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IHE-Lab（臨床検査） 統合プロファイル作成

Laboratory  Information
Reconciliation  (LIR)

患者情報が不明の検体検査、及び
患者情報の更新に関するワークフロー

患者情報整合性

Laboratory Code Set 
Distribution LCSD)

施設内で共通に使用する検査群や
検査コードの更新に関するワークロー

検査ｺｰﾄﾞ更新

Laboratory Point Of 
Care Testing (LPOCT)

臨床検査室により実施、管理される
ベッドサイド検査(POCT)

POCT

臨床検査自動化システム(前処理、
分析、後処理)の処理フロー

Laboratory Device
Automation (LDA)

分析機・前/後処理

Sharing Laboratory 
Reports (XD-LAB)

臨床検査の結果報告書の共有に関す
るコンテンツワークフロー

臨床検査結果報告書

Laboratory Barcode  
Labeling

採取管準備に関するワークロー

採取管準備

（LBL）
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内視鏡検査の通常検査ワークフロー
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2006/12/14

内視鏡検査の通常検査ワークフロー（改良版）
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IHEショウケース：埼玉医大医療センター

標準規格で実装済（2004年度事業）

標準規格で実装済（2005年度事業）

標準規格で実装済（2006年度事業）

RIS

報告書作成システム

医事システム

患者情報 患者情報

画像情報

患者/検査/実施情報

患者/検査
情報
（MWM）

オーダ
情報

読影報告書配信

会計情報

状況ステータス

連携情報
状況ステータス

患者/検査/実施情報

状況ステータス
モダリティ

電子カルテ

実施情報

PACS放射線画像配信

画像情報の書き出し画像情報の取り込み
22
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JAHIS標準の開発

JAHIS標準はHL7規格の日本での適用を考えた、
統一的解釈を提供
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これからの医療情報システムと
IHEの役割
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オーダリング／電子カルテシステム導入率

8.7%

0.6%

0.3%

10 .1%

1.0%

1.0%

11 .9%

2.4%
2 .0%

13.4%

4.1%

3.4%

14.2%

5.5%

4.3%

18.0%

7 .2%
6.0%

20.8%

8.8%

8.6%

22.6%

10.5%
10.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 200６年 2007年 2008年

導入率推移

ｵｰﾀﾞﾘﾝｸﾞ導入率（病院）

電子ｶﾙﾃ導入率（病院）

電子ｶﾙﾃ導入率（診療所）

サクセスストーリー（IHE-J Webサイトから）
～ CyberRad2007展示資料 ～
1. 福井大学医学部付属病院
2. 浜松医科大学
3. 圏央入間クリニック
4. 高山赤十字病院
5. 独立行政法人放射線医学総合研究所
6. 岡崎市民病院
7. 藤田保健衛生大学病院
8. 埼玉医科大学

全病院数：8862
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IHEの目指すところは相互運用性

• 相互運用性
 異なる通信端末やシステム，ネットワーク同士が，アプリケー

ションやサービスなどを利用できる状態で相互に接続され情報
をやり取りできること

• 今の医療情報システムは相互運用性を持ってないか？
• 多くのベンダーは既にいろいろな相手ベンダーとの間で接続経

験を持っている

∴独自技術ではあるが、システムは相互運用性を備えている

• ではIHEの意義は？

国際標準を用いて相互運用性を達成できること
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相互運用性の４つのレベル

電子的に解釈可能なデータ：コンピュータ間で全面的な標準化されたデータの交換が、人間の介在
なしに可能。全てのシステムのデータ交換は、同一の、メッセージング、フォーマット、およびコ
ンテンツの標準を用いて行われ、多様でかつカスタマイズされたインタフェースの必要性は排除さ
れている。

例：外部検査機関からプライマリー・ケア機関の電子診療記録へのLOINC結果の自動入力

４

電子的に組織化されたデータ：ITが、データ交換に人間の関与を大きく減らすが、統一的な規格は
利用されていない。システム間のデータ交換には多様な、カスタマイズされたインタフェースが必
要。受け取ったデータの、発信側の語彙から受信側の語彙への変換には人間の関与が必要。互換性
のない語彙による不完全な変換結果となることがある。

例：自由記述テキストや非互換／独自仕様ファイルフォーマットでの安全な電子メールやHL7メッ
セージ

３

電子的に伝達可能なデータ：ファックスや電子メールなど、基本的なITを用いた情報の伝達。依然
として大きく人間の作業に依存。

例：PCベースや手動によるファックス、画像の電子メール伝送、PDFの利用

２

非電子的データ：記述されたり言語的に共有化された情報の伝達。紙に書かれた大量のデータの速
やかなレビューや人手による変換、内容の抽出などは大きく人間の能力に依存。

例：手紙、電話

１

特 徴レベル

出典：The Value of Healthcare Information Exchange and Interoperability, CITL
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レベル４の相互運用性が要求される情報群

医療機関情報、患者基本情報、保険情報、当該機関の受診歴、
病名、処方指示（含む用法）、検体検査（指示および結果）、
放射線画像情報、生理検査図形情報、内視鏡画像情報、注射、

手術術式

メッセージ交換規約

HL7 DICOM
伝達されるべき内容

マスター／コード
医療機関、保険種別、病名、医薬品、検体検査、生理検査、手術・術式

画像／波形情報
放射線画像、内視鏡画像、病理画像、眼科

画像、皮膚画像、心電図、脳波図、他

画像の保管、検索、
プリント、保管委託、
MWL、MPPS、GSDF、
WADO、媒体、SR

各種メッセージ
交換規約

オントロジー

患者
基本
情報

処方
情報

検体
検査
情報

放射
線情
報

・・・
診療サ
マリ

退院時
サマリ

紹介状・・・

注射
情報

手術
処置
情報

病名
情報

基本
データ
セット

ドキュメント

オーダ／結果
処方、放射線検査、内視鏡検査、生理検査、

注射、手術・処置、リハビリ、他

患者
情報

監査
証跡

暗号化

シングルサ
インオン

タイム
スタンプ

機器
認証

･
･
･

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

患者診療情
報提供書

電子署名

麻酔
情報

リハ
ビリ
情報

IHEの枠組
みによる
実装ガイ
ドライン

医療情報システムの相互運用性確保のための標準化体系
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医療情報が標準化されていれば

• 診療情報の一貫した利用が可能
• 重複入力、誤記の機会を削減
• 患者確認、禁忌チェックなどを統合的に実施可能

• 複数の現場で、複数の人々の連携を可能に
• チーム医療
• 地域連携
• 遠隔医療
• 在宅診療、介護、福祉

• どこでも、いつでも情報の利用を可能に
• 診療の現場で多くの情報を参照→診療パス、EBM、疫学統計、意

志決定支援情報、など
• 医療情報システムはより多くのシステムと情報交換→副作用情

報、緊急情報、治験情報、など
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医療情報が標準化されていれば

• 情報の比較、継続的利用を可能に
• トレンド分析、注意・警告の発令、証拠に基づく医療、医学知

識の抽出など

• データの自動収集を可能にする
• 医療機器のインタフェースの標準化

• 物の流れとの同期
• 医薬品トレースなど

• その他
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ITの直接的利用者にとってのメリットを高める

• IT利用の煩わしさを減らす

• 情報の正確性を増大できる

• 専門職として本来やるべき仕事に専念できる

• 必要な情報がいつでも必要とする時に手に入る

医療提供における安全性、有効性、患者
中心志向、適時性、効率性に寄与

これからの医療情報システムへの期待
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診療の場で行われること
診療の場で
行われる作業

思考プロセス 期待されるITの機能

インタビュー 情報参照、コミュニケー
ション、情報収集、観察、
記録

情報検索、表示、処理（文
書作成支援）、保存

診断 想起、情報参照、推論、計
画、意志決定、記録

情報検索、表示、処理（文
書作成支援）、保存

指示・伝達 計画、コミュニケーション、
意思疎通、記録、確認

処理（文書作成支援）、通
信、表示、保存

文書作成 想起、情報参照、計画、記
録、確認

情報検索、表示、処理（文
書作成支援）、保存

処置 計画、想起、情報参照、想
像、観察、記憶、確認、意
志決定、コミュニケーショ
ン、操作

情報検索、表示、処理（モ
デル構築、シミュレーショ
ン、文書作成支援等）、通
信、保存

予約 計画、情報参照、コミュニ
ケーション、確認、記録

情報検索、表示、保存
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診療の場において期待されるITの主要機能

• 情報検索

• 表示

• 文書作成支援

• 保存

これらの機能を簡便に利用できるようにすることは、
診療の場における業務の効率化には効果がありそう！
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IHEの役割-まとめに変えて
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ワークフローと相互運用性の確保

• 業務の流れ→ワークフロー

人とシステムとの共同作業の遂行
人を含む資源の割り当てとスケジュール化

作業の論理的な管理

医療の世界では、ほとんどの場合「そこで」必要な
情報の搬送、提供、管理をシステムが行う
どのような情報が、何時必要となるか

情報をどのように利用したいか

どのように提供されれば利用しやすいか

どうあればシステムと共同作業が容易になるか

2010/1/14
35

◎このような課題を解決することが
IHEの目指すところ
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コンテキストとステップに応じた適切な情報の提供

可能性のある診断、
確定する珠恵のヒ
ント、処置法など
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IHE-J2003コネクタソン結果一覧
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IHE-J2006臨床検査部門コネクタソン結果一覧
Integration Profile LSWF LIR LDA LCSD LPOCT 
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Vender System Category 3 3 3 4 - 3 3 - 4 - - 3 3 - - - - - - 

日本電気株式会社 
MegaOrkHR HIS ○ ○ ○   ○ ○             

MegaOrk-LACS LIS    ○     ○           

アイテック阪神株式会社 MELAS-i LIS    ○     ○   ○        

株式会社エイアンドティー 
CLINILAN_GL2 LIS    ○     ○   ○        

504X Analyzer             ○       

株式会社日立ハイテクノロ

ジーズ 
LABOSPECT Analyzer             ○       

株式会社 日立製作所 
HIHOPS-CS HIS ○     ○              

HIHOPS-HR HIS  ○ ○    ○             

東ソー株式会社 AIA-1800 Analyzer             ○       

富士通株式会社 
EGMAIN-EX HIS ○ ○ ○   ○ ○             

LAINS-PC LIS    ○     ○   ○        

 


